
第 6 学年 3 組  保健学習指導案 

指導者  遠藤 正裕   T1 

板井 真奈美 T2 

 

１ 単元名 病気予防のセルフマネージャーになろう（病気の予防） 

 

２ 授業づくりの構想 

（１）単元観                 （２）児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習内容の系統性 

小学校 第３，４学年  小学校 第５，６学年  中学校 第１，２，３学年 

Ｇ保健 

（１）健康な生活 

ア 健康な生活 

イ １日の生活の仕方 

ウ 身の回りの環境 

Ｇ保健 

（３）病気の予防 

ア 病気の起こり方 

イ 病原体が主な要因となって起 

こる病気の予防 

ウ 生活行動が主な要因となって 

起こる病気の予防 

エ 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 

オ 地域の様々な保健活動の取組 

〔保健分野〕 

（１）健康な生活と疾病の予防 

 ア 健康と疾病 

 イ 健康の保持増進 

 ウ 生活習慣病の予防 

 エ 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 

 オ 感染症の予防 

 カ 個人や社会の取組 

 

 

 

 

 本単元は，病気の発生要因や予防の方法につい

て，喫煙，飲酒，薬物乱用が健康に与える影響に

ついて，ともに理解できるようにすること，また，

病気の予防に関する課題を見付け，よりよい解決

に向けて思考し判断するとともに，それらを表現

できるようにすることをねらった活動である。 

 この頃の児童の多くは，これまでにかぜやイン

フルエンザに罹ったり，むし歯になったりした経

験を踏まえて，その予防法を理解し実践してい

る。また，家庭や地域で大人が喫煙や飲酒をする

場を目の当たりにし，回避行動を取ったりしてい

る。したがって，この時期に病気の発生要因や予

防の方法について，喫煙，飲酒，薬物乱用が健康

に与える影響について調べたり整理したりしな

がら，正しい知識を身に付け，望ましい生活習慣

を構築していくことは大切なことである。 

国内外に広がる新型コロナウィルスの脅威，２

人に１人はがんになる生活習慣病の実態，取り返

しのつかない喫煙，飲酒，薬物乱用の害など，児

童の身近なところで今，命を守るための新しい生

活習慣の構築が求められている。これらを守る地

域の保健活動とともに，こうした世の中の実態と

関連付けながら本単元を構成した。 

本学級の児童は，新型コロナウィルスやインフル

エンザへの感染予防対策事項を守りながら生活し

ている。事前のアンケートでは，「病気の予防に関

心がある」と答えた児童が６４％，「病気の原因に

ついて考え，予防を心がけている」と答えた児童

は７６％であった。これは，７割前後の児童が普

段から病気の予防に意識を向けていると言える。

その一方で，「病気のことをよく知っている（名前，

症状）」と答えた児童は３２％，「病気の主な原因

についてよく知っている」と答えた児童は２８％

であった。これは，病気を予防するために必要な

知識を身に付けている児童が現時点では３割前後

しかいないことを示している。 

また，ゲーム・インターネットに関するアンケー

トでは，1 日平均２時間以上使用すると答えた児

童が６０%であった。このことから，睡眠時間が

十分に取れないために，朝から不調を訴える児童

の姿も見られる。給食は残さず食べる児童も多い

が，好き嫌いや運動不足もあり，給食センターの

残菜記録からも偏食や小食の傾向が示されてい

る。給食後に歯を磨く習慣は身に付いているが，

健診後にはむし歯の治療を要請された児童もお

り，むし歯にならない知識と技能が求められる。 

関連する保健指導・教科等 

・保健指導（むし歯予防，規則正しい生活習慣等）    ・栄養指導（バランスの良い食事等） 

・食事について考えよう（学活）            ・定期健康診断 

・生物どうしのつながり（理科）            ・共に生きる生活（家庭科） 

・いためてつくろう朝食のおかず（家庭科）       ・くふうしようおいしい食事（家庭科） 

・新型コロナウィルス感染予防のための検温チェック   ・生活いきいきキャンペーン 



【学びに向かう力，人間性等】 

病気の予防について，健康や安

全の大切さに気付き，自己の健康

の保持増進や回復に進んで取り組

むことができるようにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

病気を予防するために，課題を

見付け，その解決に向けて思考し

判断するとともに，それらを表現

することができるようにする。 

【知識及び技能】 

病気の起こり方，病原体が主な要因となっ

て起こる病気の予防，生活行動が主な要因と

なって起こる病気の予防，喫煙，飲酒，薬物

乱用と健康，地域の様々な保健活動の取組に

ついて，理解することができるようにする。 

（４）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学びへの働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習過程の工夫 

・写真やイラストを活用し，本時のテーマがつかみやすい導入に心がける。 

・１単位時間の中に「見る・考える」「調べる・整理する」「選ぶ・分類する」「書く・話し合う・

発表する」など，複数の学習過程を組み合わせ，興味関心をもちながら学習内容が理解できる

ようにする。 

・第２～８時のまとめでは，学んだことを活用し，セルフマネージャーとして実践していくため

の意思決定をする。 

 

○教材の工夫 

・児童が意欲をもって主体的に学べるように，実感や体感のある活動を取り入れるとともに，実

物，グラフ，動画，クイズなど，視覚に訴える教材を提示し，児童の興味関心を高めながら学習

内容の理解を深めたい。 

・鳥取県福祉保健部の出張がん予防教室教材を活用したり，養護教諭による保健指導を取り入れ

たりしながら，専門的な知識を正しく学べるようにする。 

・事前事後のアンケートや統計資料を活用し，病気の予防について自分事としてとらえる意識を

高め，主体的に問題解決を図りながら学んだことを生活の中で実践できるようにする。 

 

○言語活動の充実 

・グループワークを取り入れ，共同作業や意見交換をしながら一人一人の学びが深まるようにす

る。 

・デスクワークのみならず，前に出て書いたり貼ったりしながら説明する活動を取り入れ，

教室全体で確かな学びを共有できるようにする。 

・ワークシートを活用し，見通しをもちながら学習を進められるようにするとともに，セルフマ

ネージャーとしての意識を高め，学んだことを実践していくために学びのあしあとを残す。 



（６）単元の流れ及び評価の計画 

 １ ２ ３（本時） ４ ５ ６ ７ ８ 

主
な
ね
ら
い 

病気は，病

原体，体の

抵抗力，生

活行動，環

境が関わり

あって起こ

ることにつ

いて，理解

することが

できるよう

にする。 

 

病原体が主

な要因とな

って起こる

病気の予防

には,病原

体が体に入

るのを防ぐ

ことや体の

抵抗力を高

めておくこ

とが必要で

あることに

ついて,理

解すること

ができるよ

うにすると

ともに，学

習したこと

を活用し

て，予防の

方法を考え

たり，適切

な方法を選

んだりする

ことができ

るようにす

る。 

生活行動が

主な要因と

なって起こ

る病気に

は，心臓や

脳の血管が

硬くなった

り詰まった

りする病気

があること

や，その予

防には,望

ましい生活

習慣を身に

付ける必要

があること

について，

理解するこ

とができる

ようにす

る。 

生活行動が

主な要因と

なって起こ

る 病 気 に

は，むし歯

や歯ぐきの

病気がある

ことや，そ

の 予 防 に

は，望まし

い生活習慣

を身に付け

る必要があ

ることにつ

いて，理解

することが

できるよう

にするとと

もに，学習

したことを

自分の生活

と 比 べ た

り，関連付

けたりする

などして適

切な解決方

法を考える

ことができ

るようにす

る。 

喫煙は，健康を

損なう原因と

なることにつ

いて，理解する

ことができる

ようにする。 

飲酒は ,健

康を損なう

原因となる

ことについ

て，理解す

ることがで

きるように

する。 

薬 物 乱 用

は，健康を

損なう原因

となること

について，

理解するこ

とができる

よ う に す

る。  

地域では ,

保健に関わ

る様々な活

動が行われ

ていること

について，

理解するこ

とができる

よ う に す

る。 

学
習
活
動 

・「病気」か

ら思い浮か

ぶ言葉をつ

なげ，気付

いたことを

書く。 

・かぜをひ

く原因につ

い て 考 え

る。 

・病気の主

な原因につ

い て 考 え

る。 

・自分がか

かったこと

のある病気

の原因につ

いて，自分

の考えを書

く。 

・インフル

エンザにか

からなかっ

た秘密を考

える。 

・病原体の

感染の道筋

について調

べる。 

・病原体が

原因で起こ

る病気の予

防について

考える。 

・病原体が

原因で起こ

る病気を予

防するため

に，自分が

心がけるこ

とを書く。 

・A さんの

１日の生活

から，病気

になる原因

を考える。 

・自分の生

活を振り返

る。 

・生活習慣

病について

調べ，その

原因と予防

について考

える。 

・死亡原因

とがん予防

について考

える。 

・生活習慣

病予防のた

めに，今日

からできる

こ と を 書

く。 

・歯の健康

を保つため

に心がけて

いることを

振り返る。 

・むし歯や

歯周病につ

い て 調 べ

る。 

・むし歯や

歯周病の予

防について

考える。 

・むし歯や

歯周病を予

防するため

に，今日か

らできるこ

とを書く。 

・写真を見て

思ったことを

話し合う。 

・喫煙が人体

に及ぼす害，未

成年者の喫煙

の防止，まわり

の人に及ぼす

害について調

べる。 

・喫煙を勧め

られた時の対

処の仕方につ

いて，自分の考

えを書く。 

 

・写真を見

て思ったこ

とを話し合

う。 

・飲酒が人

体に及ぼす

害，未成年

者の飲酒の

防止につい

て調べる。 

・飲酒を勧

められた時

の対処の仕

方 に つ い

て，自分の

考 え を 書

く。 

 

・薬物にな

るものにつ

いて話し合

う。 

・薬物乱用

が人体に及

ぼす害，軽

い気持ちで

薬物を乱用

するとどう

なるかにつ

い て 調 べ

る。 

・薬物乱用

を誘われた

時の対処の

仕方につい

て，自分の

考 え を 書

く。 

 

・学校での

保健活動に

ついて調べ

る。 

・地域の保

健所や保健

センターの

取組を調べ

る。 

・大人の健

康のために

行っている

活動と，よ

りより環境

づくりのた

めに行って

いる活動に

分類する。 

・いきいき

宣言とその

理 由 を 書

く。 

評
価
の
計
画 

知 ① ② ③ ④ ⑤  ⑥ ⑦ 

思 ① ②  ③  ④   

態        ① 



 

具
体
的
な
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

①病気は，病原体，体の抵抗力，生活行動，環境など

が関わりあって起こることについて，理解したこ

とを言ったり書いたりしている。  

②病原体が主な要因となって起こる病気の予防に

は，病原体の発生源をなくしたり，移る道筋を断

ち切ったりして病原体が体に入るのを防ぐことや

体の抵抗力を高めておくことが必要であることに

ついて，理解したことを言ったり書いたりしてい

る。 

③生活行動が主な要因となって起こる病気の予防に

は，全身を使った運動を日常的に行うこと，糖分，

脂肪分，塩分などを摂り過ぎる偏った食事や間食

を避けたりすることなど,健康によい生活習慣を

身に付ける必要があることについて,理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

④生活行動が主な要因となって起こる病気の予防に

は，口腔の衛生を保ったりすることなど, 健康に

よい生活習慣を身に付ける必要があることについ

て,理解したことを言ったり書いたりしている。 

⑤喫煙は,呼吸や心臓のはたらきに対する負担など

の影響がすぐに現れることや受動喫煙により周囲

の人の健康にも影響を及ぼすこと,飲酒は,判断力

が鈍る,呼吸や心臓が苦しくなるなどの影響がす

ぐに現れることについて, 理解したことを言った

り書いたりしている。 

⑥楽物乱用は,一回の乱用でも死に至ることがあり,

乱用を続けると止められなくなり,心身の健康に

深刻な影響を及ぼすことについて, 理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

⑦地域の保健にかかわる様々な活動について家族な

どの体験や配布資料をもとに話合いや発表に進ん

で取り組もうとしている。 

①病気の予防につい

て，病気の起こり方

に関わる事象から

課題を見付けてい

る。 

②病原体が主な原因

となって起こる病

気の予防について，

学習したことを活

用して，予防の方法

を考えたり，適切な

方法を選んだりし

ている。 

③生活行動が主な要

因となって起こる

病気の予防につい

て，学習したことを

自分の生活と比べ

たり，関連付けたり

するなどして適切

な解決方法を考え

ている。 

④喫煙・飲酒が健康を

損なう原因となる

ことについて，なぜ

健康への影響があ

るか，考えたことを

学習カードに書い

たり，友達に説明し

たりしている。 

①病気の予防に

ついて，課題

の解決に向け

ての話合いや

発表などの学

習や，教科書

や資料を調べ

たり，自分の

生活を振り返

ったりするな

どの学習に進

んで取り組も

うとしてい

る。 

 

 



３ 本時の学習（３／８） 
（１）目標   生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には，健康によい生活習慣を身に付ける必要があることについて,理解することができるようにする。【知識及び技能】 

        病気を予防するために，課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現することができるようにする。【思考力，判断力，表現力等】 

        病気の予防について，調べたり，話し合ったり，発表したり，振り返ったりするなどの学習に進んで取り組むことができるようにする。【学びに向かう力，人間性等】 

（２）準備   掲示物，カード，ホワイトボード，ペットボトル，砂糖，塩，油，パソコン，テレビ 

（３）展開 

学びの段階 学習活動と予想される児童の反応 ○指導上の留意点・支援  ★評価（方法） 

ひらく 

（5 分） 

 

 

 

 

 

つかむ 

調べる 

（20 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深める 

（10 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

（10 分） 

１．A さんの１日の生活から，病気になる原因を考える。 

 

 

 

 

 

 

２．学習課題を把握する。 

 

３．自分の生活を振り返り，今の自分の生活のしかたがどうかを確かめる。 

 

 

 

 

 

４．生活のしかたが原因で起こる病気（生活習慣病）を見付け，その原因と予防法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 死亡の原因とがん予防について考える。 

 

 

  

 

６．養護教諭からのワンポイントアドバイスを聞く。 

 

 

 

 

 

７．生活を振り返って，生活習慣病予防のために，今日からできることを書く。 

 

○前時までの要点を本時でも活用できるように，キーワードを学習掲

示板に載せておく。 

 

○本時のテーマが「生活のしかた」であることを想起しやすくするた

めに，わかりやすいイラストを活用する。 

 

○ワークシートで自分の生活を振り返り，生活のしかたを自分事とし

てとらえることで学習意欲を高める。 

 

○実感を問いながら，よい生活習慣には継続を促し，よくない生活習

慣には改善意識を持たせる。 

 

○保健用語としての「生活習慣病」とその意味について，板書とワー

クシートで押さえる。 

 

○主体的・対話的で深い学びとなるように，グループワークや全体共

有を通して，さまざま病気の書かれたカードから生活習慣病を選

び，その原因と予防について適切なものを結びつける。 

 

○おやつやジュースに含まれる糖分，塩分，脂肪分を実物で体感させ

たり，わかりにくい動脈硬化を動画で実感させたりする。 

 

★生活習慣病の予防には，適度な運動，バランスの良い食生活，十分

な睡眠などが深く関わっていることなど，理解したことを書いてい

る。【知識・技能】（グループワーク・ワークシート） 

 

○グラフやクイズ動画を活用し，生活習慣病の恐ろしさとその予防の

大切さを視覚的に把握できるようにする。 

 

○体育・栄養・保健などの統計資料からわかる傾向を紹介しながら，

問題意識を高める保健指導を行う。 

 

○自分の実態に応じて，今日からでも毎日続けられそうなことを書く

ように促す。 

 

★生活を振り返って，生活習慣病予防のために，今日からできること

を書こうとしている。【主体的に学習に取り組む態度】（ワークシー

ト） 

生活のしかたが原因で起こる病気とその予防法を見付けよう。 

甘い物や油

っこいもの

の食べ過ぎ

だと思う。 

A さんの生活の何が問題

なのだろうか。 

運動不足

だ と 思

う。 

○がない生活が続くと，

どんな病気になるおそ

れがあるのだろか。 

生活習慣病は死亡の原因の

トップ３なんだ･･･ 

２人に１人はがん

にかかるなって信

じられない･･･ 

おやつは大好きだけど，今日からは一度に

たくさん食べないように気を付けたい。 

児童のつぶやき 言葉かけ・教え合い 核となる言葉かけ 

ストレスも生活習慣病につながるので，

今日からはためないように意識したい。 

高血圧は運動不足が原因

かなあ・・・塩分のとりす

ぎも関係あるのかなあ・・・ 

糖尿病は甘

い物のとり

す ぎ だ か

ら，生活習

慣病だね。 

生活習慣病を予防するには，健康によい生活習慣を毎日続けることが大切である。 

朝ご飯を食

べない時が

あるなあ。 

外遊びをし

ない日があ

るなあ。 

運動不足，偏った食生活，不規則な生

活が続くと，どうなるのだろうか。 

全身運動，きらいなものも食べること，よく寝て

ストレスをためないことがおすすめです。 



 


